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Ⅰ 臨床⼼理・神経⼼理検査結果を活⽤したフィードバック⾯接の概要 

（1）フィードバック⾯接の理解 

・ 臨床⼼理・神経⼼理検査結果を活⽤したフィードバック⾯接（以下、フィードバック⾯接）は、臨床

⼼理・神経⼼理検査（以下、⼼理検査）の結果を⽤いて、患者の⾃⼰理解や疾病理解の促進、⾃⼰対

処や再発予防等のスキル獲得の促進、治療意欲の向上（動機づけ）等をねらいとし、患者に対して⾯

接を⾏うものである。 

・ 藤⽥・熊⾕は、編著「⼼理検査のフィードバック（図書⽂化社、2022）」において、「検査者と受検

者（家族・⽀援関係者を含む）が、対等な関係のもと、相互に対話をする中で、受検者が⾃⾝の特性

について理解しつつ、過去の⾏動や状況の背景を知り、未来の出来事によりよく対処していくため

に、両者が協働して提案をしていくこと」を定義としている。 

・ また、フィードバック⾯接に係る基本的な考え⽅として、検査のフィードバックは検査を受けた⼈

の権利として、受け取り⼿に理解しやすく、わかりやすい⾔葉や⽅法で、その⼈の役に⽴つように実

施することが求められる（藤⽥，2022）。 

・ 医療機関においては、医師の指⽰に基づき、公認⼼理師等の従事者が⼼理検査を実施、結果を算出し

た場合、その結果に基づき医師が分析を⾏い、患者本⼈や家族等の関係者に適宜結果を説明する。た

だし、診療時間内で説明できる範囲には限りがあるため、公認⼼理師等の⼼理検査を担当した者が、

さらに詳細、丁寧に検査結果を補⾜、伝える場合がある。 

 

（2）本ガイドについて 

・ 本科研の分担研究（松⽥班）における⼼理検査フィードバック⾯接の効果研究は、病院や診療所とい

った複数の施設が調査フィールドであったため、実施⽅法が施設ごとに異ならないよう、⾯接の流

れや留意事項等をまとめたガイドを作成し、⼿続きを統⼀化した。ガイドの作成に際しては、国⽴精

神・神経医療研究センター病院（以下、NCNP）臨床⼼理部のフィードバック⾯接について、流れや

留意事項等についてまとめた業務マニュアルを参考にした。NCNP 臨床⼼理部では、医師の指⽰に

基づき、公認⼼理師が、⼼理検査を実施した患者に対し、医師からの結果説明後さらに詳細な検査結

果のフィードバックを⾏う場合がある。 

・ 研究の結果、本ガイドをふまえたフィードバック⾯接を⾏うことで、患者に対しポジティブな影響

等がみられた。そのため、他の医療機関において、公認⼼理師等がフィードバック⾯接を実施する際

の参考資料として提案する。 
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Ⅱ 臨床⼼理・神経⼼理検査を活⽤したフィードバック⾯接の対象者 

・ 医療機関におけるフィードバック⾯接の対象者は、臨床⼼理・神経⼼理検査を受けた患者のうち、詳

細な⼼理検査の結果説明を希望した患者や、医師が必要と判断した者等である。臨床⼼理・神経⼼理

検査の対象者については「臨床⼼理・神経⼼理検査 実施と活⽤のガイド」を参照すること。 

・ 本研究においては、上記に加え、精神科医療機関に通院中の 18 歳以上の患者を対象とした。 

・ 臨床上では、検査を受けた患者の家族等の関係者や、⾃他施設の⽀援者に実施する場合もある。対象

者が誰かによって、伝える内容や、伝え⽅を⼯夫する必要がある。なお、患者本⼈以外にフィードバ

ックを⾏う場合は、事前に患者本⼈の同意を得ておくといった配慮が必要である。 

 

Ⅲ 臨床⼼理・神経⼼理検査を活⽤したフィードバック⾯接の実施者及びその役割 

（1）フィードバック⾯接の実施者について 

・ ⾯接の実施者は、⼼理検査に関わる養成を受け⼗分な知識及び経験を持ち、⼼理検査フィードバッ

クの内容や効果、限界点、患者への影響やリスク等に精通した公認⼼理師等の専⾨職であることが

望ましい。例えば公認⼼理師は、その養成課程において、⼼理的アセスメントとして各種⼼理検査の

活⽤⽅法等を学んでいるが、さらに、適宜学会等の関係団体が実施する研修会に参加するなど、必要

な知識技能を研鑽することが望ましい。 

・ ⾯接の実施者は、精神疾患、神経発達症などの症状や特性を理解し、治療選択や予後について⼗分な

知識があることが望ましい。例えば公認⼼理師の場合、精神疾患等を対象とした⼼理カウンセリン

グの経験から、症状の改善や回復の過程を事例的に提⽰することで、患者の治療動機づけを⾼める

のに有効な場合がある。 

・ ⾯接の実施者は通常、当該患者への⼼理検査の実施を担当した公認⼼理師等であることが望ましい

が、上述通り精通した者であれば検査を実施した者でない場合もある。 

（2）フィードバック⾯接実施者の役割について 

・ ⾯接の実施者は、医師の指⽰に基づき実施された⼼理検査の結果について、医師からの結果説明を

補⾜する⾯接を⾏う。 

・ ⾯接の実施者は、フィードバック⾯接は医師の依頼のもと、⽀援チームの⼀員として⾏うものであ

ることを理解する。 

・ ⼼理検査のフィードバック⾯接は、それ⾃体が単回の⼼理⾯接、⼼理的⽀援としての役割もあるこ

とを理解する。 

・ 医師と連携をはかり、治療⽅向性と不⼀致がないよう留意してフィードバックする。 
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Ⅳ 臨床⼼理・神経⼼理検査を活⽤したフィードバック⾯接の⽬的 

フィードバック⾯接は、単に結果を伝達するだけでなく、検査結果を活⽤し、❶患者の⾃⼰理解や疾病

理解の促進、❷⾃⼰対処や再発予防等のスキル向上、❸治療意欲の向上（動機づけ）等を⽬的として⾏わ

れるものである。 

 

❶ ⾃⼰理解や疾病理解の促進 

・ 専⾨⽤語を⽤いず、患者にとって理解しやすく、わかりやすい⾔葉で伝える。フィードバック⾯接終

了後、患者が⾃分の⾔葉を使って⾃分について説明できる程度のわかりやすさ且つ情報量を⽬指す。 

・ 本⼈の得意な側⾯や、苦⼿な側⾯をバランスよく伝える。 

・ 患者が受け⼊れられる⽔準の内容を伝える。本⼈が⾃覚するに⾄っていない⼼理的⼒動、欲求、葛藤

について伝える際は、⽇常の意識している⾏動に置き換えて説明する。 

・ ⾯接担当者は、結果すべてを公開することが必ずしも正しいのではなく、伝えすぎることの弊害も

あることを理解する。 

・ 今回⽰された結果は実施時点のものであり、今後、変化しうるものであること、また結果には個⼈の

全体が反映されているわけではなく、検査場⾯を通じて捉えられた⼀側⾯にすぎないことなど、⼼

理検査の限界も伝える。 

❷ ⾃⼰対処や再発予防等のスキル向上 

・ ⼀⽅的な伝達は避け、患者の反応や受け⽌めに注意を払い、対話の時間を充実させる。 

・ 普段どのような対応をしているか確認するなど、うまくいっている対処法について整理する。また、

対話の内容を踏まえて、患者に役⽴つと考えられる対処法を助⾔・提案するなどして、患者が実践し

やすい対処法を⼀緒に検討する。 

・ 適宜、病気や治療に関する正しい知識（症状や回復の経過、症状が⽇常⽣活に与え得る影響、悪化や

再発のサイン、対処法等、⼀般的なこころの健康に関する知識）を情報提供する。 

・ 今の⽣活に役⽴つアドバイス（少しの努⼒で達成可能な⽬標）と、もう少し先を⾒据えた⻑期的アド

バイス（⻑い経過の中で変化することを⽬指す⽬標）とをバランスよく伝える。 

❸ 治療意欲の向上（動機づけ） 

・ 本⼈の弱みや課題だけではなく、強みや対処できている⾯もテーマにする。 

・ 相⼿の「変わりたい」⽅向に向かう⾔動（チェンジトーク）を増やし、具体的な⾏動や対処法を⼀緒

に検討する。 

・ 治療やリハビリテーション開始前の⼼理アセスメントでは特に、⼼理検査の結果と治療⽬標の設定

とをうまく嚙み合わせて、患者が抱える問題や課題を整理し明確に伝える。 

・ ⾃⼰理解を深化させ、回復の道筋を共有することで、治療への主体的な関わりの意欲を⾼める。 
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Ⅴ 臨床⼼理・神経⼼理検査を活⽤したフィードバック⾯接の留意点（基本姿勢） 

・ ラポールの形成や、相⼿の話にある程度傾聴し、状況やニーズ等を確認するなど、⼀般的な⼼理⾯接

の基本姿勢を意識する。担当者による説明と、相⼿の話のバランスには留意して実施する。 

・ ⼀⽅的な結果の伝達ではなく、相互交流のなかで、相⼿の反応や理解度、受容度をアセスメントしな

がら進める。 

・ 多くのことを伝えすぎないよう、情報過多になりすぎないよう留意する。重要なことやポイントを

絞って、必要事項を優先的に伝える。 

・ 無意識的な側⾯や抵抗が強いと推察される側⾯は慎重に伝える。その時点において、相⼿にとって

意識化、直⾯化に繋がるのが望ましくないと推察されるものについては、直接的なフィードバック

は避けたり、説明の仕⽅に気を付けるなど、留意が必要である。 

・ 患者への結果の説明に際しては、検査の妥当性、機密性等の観点から、説明する範囲（検査項⽬な

ど）等の定めや推奨事項等がある場合があるため、各⼼理検査のマニュアル等を参照し適切に⾏う。 

・ フィードバックの流れや、伝える順番を⼯夫する。 

（伝える順番の例） 

² ⻑所や健康的側⾯など、患者が受け⼊れやすい点から伝え、その後、課題を伝え対策を検討する 

² 知能検査の数値など、より構造化され、測定対象が明確であったり、患者にとって意識的な側⾯から

伝える 

² 患者が知りたいことや、重点的に対策を検討したい等のニーズがある点からフィードバックする 

・ 医師と連携をはかり、治療⽅向性と不⼀致がないよう留意してフィードバックする。 
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Ⅵ 臨床⼼理・神経⼼理検査を活⽤したフィードバック⾯接の進め⽅ 

① FB⾯接申込時の⼿続き 

・ 医師の依頼があり、かつフィードバック⾯接を希望する患者に対し、⾃施設や所属部署内のルール

をふまえ、FB⾯接の概要（内容、実施時間、費⽤など）を説明する。適宜、説明資料（参考資料①）

を⽤いるなど、丁寧なインフォームドコンセントを⾏う。 

・ その際、患者がどのような内容を知りたいと希望されているか、ニーズを確認する。また、その患者

に詳細なフィードバックを実施するにあたり適切な時期はいつ頃か、どの程度の内容や粒度、伝え

⽅が適切かなど、患者の状態をアセスメントする。 

・ 患者が上記に同意し、フィードバックを患者が希望する場合には、⽇程調整等⾏い、申し込みを受け

付ける。適宜、申込書や同意書を⽤いるなど、円滑に進むよう⼯夫する（参考資料②）。 

（申込書の内容例） 
² 主治医の許可の有無、主治医から聞いた診断名、主治医から聞いた⼼理検査結果の⼤まかな内容、フ

ィードバック⾯接で特に聞きたいこと（選択⽅式）、当⽇の流れ、本⼈の同意署名、等 
 

 

② FB⾯接の流れと時間配分（参考） 

時間 内容 

５〜10 分 ・ 患者の体調や近況を確認する。導⼊として、患者の緊張を和らげるような態度を⼼が

ける。 

・ ⼼理検査実施時に確認した検査の⽬的について、再共有する。 

・ 主治医に結果をどのように聞いたか、その時どのように感じたかを聞く。 

・ 予約時に“特に聞きたいこと”にチェックした項⽬を確認する。 

20〜25分 ・ 患者⽤の⼼理検査結果の報告書（参考資料③）を⽤い、検査結果の概要を説明する。 

（説明のポイント） 
² 本⼈の得意な側⾯、意識化できている特徴について説明し、本⼈の認識と合致してい

るかを聞く。 
² 苦⼿な側⾯、多少気づいていたとしても⾃覚には⾄っていない特徴について説明す

る。併せて、検査上はこのような結果が⽰されているが、⾃分ではどう思うかを聞
く。また、例を挙げるなどして、⽇常⽣活でも思い当たる似たような経験はないか考
えてもらい、検査結果と⽇常場⾯をつなげる。 

² FB⾯接時に“特に聞きたいこと”として選択した内容と結果を結び付けて説明する。 
² 検査結果から考えられる⽇常⽣活のアドバイスや今後の課題、回復への⼀般的な道
筋等について伝える。 

10〜15分 ・ 最後に、フィードバック⾯接を受けた感想、特に⼼に残ったこと、⽇常⽣活に役⽴ち



8 
 

そうなこと、これから取り組んでみたいこと等を聞く。 

・ フィードバック⾯接で話し合った内容はカルテを通じて主治医と共有すること、適

宜、診察場⾯でも⼼理検査結果について話題にしてほしいことを伝える。 

 

③ フィードバック⾯接結果を活⽤する 

・ フィードバック⾯接の概要をカルテに記載し、適宜医師や関係スタッフに情報共有する。 

・ 医師はフィードバック⾯接で話し合われた内容を診察場⾯で取り上げ、今後の治療につなげること

も可能となる。 

・ 多職種や地域関係機関との連携などにも適宜活⽤する。 

 

 

 

Ⅶ おわりに 

⼼理検査のフィードバック⾯接とは、単に検査結果を伝えるだけではなく、⼼の専⾨家としての知識や

テクニックが必要な、専⾨的な⽀援⾏為である。患者の多様な⼼の動きをアセスメントし、対応する、⼼

理師としての専⾨的スキルは必須と⾔える。例えば、患者⾃らが⼼理検査結果のフィードバックを希望

したとしても、⾃⾝を理解したい反⾯知りたくない気持ちも抱いていたり、治療⽬標を明確にしたい反

⾯曖昧なままにしておきたいというように、変化への恐れや抵抗などから、両価的な側⾯を抱いている

場合もある。さらに、そうした複雑な感情が⾔語的に語られないケースも多い。 

⼼理師の場合、フィードバック⾯接の際には、そうした患者の⼼の動きを常にアセスメントして、伝え

る内容や伝え⽅を変えている。上記のようなケースでは、患者⾃⾝が変化の必要性に気づき、⾃発的に⾏

動できるよう、エンパワメントを重視した関わり⽅や、変化への動機を⾼めるような対話やフィードバ

ックを⾏うこともあるだろう。全てがマニュアル通りにいかない場合も多々あるため、対応に必要な知

識やスキルの向上が必要である。 

既述のとおり、⼼理検査のフィードバック⾯接は、患者の⾃⼰や疾病の理解の促進、⾃⼰対処法や再発

予防等のスキル向上、治療意欲の向上など、患者にとって治療や⽣活の質向上に寄与するものである。今

後、提供しやすい仕組み作りがなされていくとよいが、そのためには、フィードバック⾯接を担う公認⼼

理師等の専⾨職の育成と雇⽤の双⽅を促進させることが重要である。⼼理検査やフィードバック⾯接の

重要性を社会全体で認識し、必要な専⾨的知識スキルを備えた専⾨職の育成、実施実態に⾒合った診療

報酬の改正、公認⼼理師等の専⾨職の安定した雇⽤の推進などについて、⼀丸となってソーシャルアク

ションを進めていく必要があるだろう。 

公認⼼理師等の専⾨職は、ひとりひとりが、こうした責務の⼀端を担っていることを忘れてはならな

い。 
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（参考資料） 

① フィードバック⾯接について、患者への説明⽤の資料（例） 
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② フィードバック⾯接の申込⽤紙（例） 
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③ フィードバック⾯接で使⽤する、患者向けの⼼理検査結果の報告書（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊なお下位検査評価点は、FSIQ や指標得点などの合成得点に⽐べて測定誤差が⼤きいため、WAIS の⼿引き等を参照
し、安定性のある合成得点を中⼼に説明することが望ましい。評価点プロフィールを記載し、ご本⼈やご家族にその
結果についてご説明する際には、上記の限界を踏まえて丁寧に説明する必要がある。 
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（参考⽂献） 
 
・フィードバック⾯接の基本を知る 
 ⽵内健児「⼼理検査の伝え⽅・活かし⽅」⾦剛出版 
 藤⽥和弘、熊⾕恵⼦（監）、熊上崇（編）「⼼理検査のフィードバック」図書⽂化 
 
・フィードバック⾯接の事例を知る 
⽵内健児「⼼理検査を⽀援に繋ぐフィードバック」⾦剛出版 

 

・そもそも⼼理アセスメントとは︖を考える（検査＋フィードバックの⽬的を考える） 

鑪幹⼋郎、名島潤慈「新版 ⼼理臨床家の⼿引き」 誠信書房 

 

・フィードバック⾯接をその後の治療につながるよういかに進めるか、ステップごとの⼿引き 

スティーヴン・E. フィン「MMPIで学ぶ⼼理査定フィードバック⾯接マニュアル」⾦剛出版 

 

・治療的アセスメントの⽅法論について解説 

スティーヴン・E. フィン「治療的アセスメントの理論と実践」⾦剛出版 
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